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特定保健用食品（トクホ）の活用促進

• 人生100年時代の安心の基盤は「健康」である。健康づくりには、①個人の健康を改善することで、
個人のQOLを向上し将来不安を解消する、②健康寿命を延ばし、健康に働く方を増やすことで社会
保障の「担い手」を増やすといった多面的な意義が存在している。

• 新型コロナ感染症でも、生活習慣病などの基礎疾患のリスクを低減することの重要性が指摘されてい
る。

• 「疾病リスクの低減」を「健康寿命延伸の視点」で考えることが重要である。

• 健康づくりの産業化を図り、質の高い民間サービスを活用することで、消費者が自主的かつ合理的な
選択ができる情報を提供することが重要である。

• 健診データを活用することで「疾病リスク」を見える化（デジタル化）し、ターゲットを絞った戦略
が必要である。個人ごとの数値の変化を経年的に見えるようにすることで、疾病のリスクがあること
に気づけば改善が間に合う。病気になってからの対応だけでなく、社会全体で健康づくりへの支援を
強化することができる。

• 健康づくり支援に向けて、「トクホ」が有効利用される仕組みとして、「トクホ」公正マークを健診
の場などで活用することで、更なる普及啓発を図る。

• 特定保健用食品を申請できるだけのデータが蓄積された機能性表示食品に対し、特定保健用食品を申
請するための支援を充実する。

• 持続可能な社会を目指すためには、生活習慣の改善は高齢者になってからでは遅い。子どもや現役世
代まで、幅広く安心できる持続可能な社会保障制度を構築するためには、科学的エビデンスに基づい
た健康づくり、特定保健用食品の活用が、今後、ますます重要になる。
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